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1 ．は じめ に

　先行研 究 ［1］［2】の 結果，Android ア プ リケー
シ ョ ン 開発 に

お い て，従来 の Intent機能 に よ る 画面遷移手 法 と比 べ ，シ

ン グ ル ア ク テ ィ ビ テ ィ で 実 現 す る 画 面 遷 移 手 法 が有 効的

で あ る 可能 性 を 見 出 した ．本 研 究 で は，比 較 実 験 を 実 施

して 分 析 す る事 に よ り，シ ン グル ア ク テ ィ ビ テ ィ で 実 現

す る画 面 遷 移 手法 の 有 効 性 を明 らか にす る．

2 ．比較実験

（1）実験方法

　　 従 来 の Intent機 能 に よ る 画 面 遷 移手 法 と 本 研 究 が 提

　 案 す る画 面 遷 移 手 法の 効率 性 を比 較す る 為，そ れ ぞ れ

　 の 手 法 を 用 い た Android ア プ リケーシ ョ ン の ヘ イ ！タ

　 ク シ
ー

！［2］を開発 し た ．そ れ ぞ れ の 手 法で 開 発 され た

　 Android ア プ リケ
ー

シ ョ ン を 起動か ら終了 す る ま で の

　 プ ロ セ ス を （表 1） の 環 境 に お い て 実行 し，Android

　Trace　View ［31に よ り各種デ
ー

タ を収集 した．

表 1 ．実験環 境

CPU in［el〔R）Core（TM ）2　Q95502．83GHz
MemOW DDR2 　PC2 −64004 ．00GB
OS Windows7 　Pro艶 sslon 田 64bit

Bmulator Google　APk 　Plat藪）m 　2．2

（2） 実験結果

　　前項の 実験方法に よ り収集 し たデ
ータ を集計 した．

　 こ の 集計項 目の 意味 と し て ，incl　Cpu　Time は 関 係 メ ソ

　 ッ ド総処 理 時間 を 表 し，Excl　Cpu　Time は メ ソ ッ ド単体

　 処 理 時間 を表す （表 2 ）．集計結果 は ，本研究が 提案

　す る Android の 画 面遷 移 手 法は ，従 来 の Intent機能に

　 よ る 画面遷 移 手 法 と比 べ て ，CPU 使 用 時 間 が 短 く，利

　 用 す る Method 数 が 少 な い 事 か ら使 用 す る メ モ リの 容

　 量 が 少 な くて 済 む 事 が 読 み 取 れ る．ま た ，プ 卩 グ ラム

　 ソ
ー

ス の 総 ス テ ソ ブ 数 が 少 な く，約 35％ の 低 減 が 実

　現 し て い る 事が読 み 取れ る．

表 2 ．集計結果

従来手法 提 案方 式

All　Time 14．8066 11．0736

Method 1677 457

且ncl　Cpu 　Time 14．623 1α955

Excl　Cpu 　Time 0．Ol485 0．0〔叫43

A 】is重eps 1220 792

3 ．考察

　本研究 が 提 案す る Android の 画面 遷 移手 法 は，従 来 の

Intent機能 に よ る 画面遷移 手 法 と比 べ て ，　 An 〔hoid端 末 の

CPU や メ モ リの 使 用 量 を 低 減 させ る 効 果 が あ る 事 が，実

験 結 果 よ り明 ら か と な っ た．つ ま り，処 理 効 率 が 良 い

Androidア プ リケーシ ョ ン を開 発 す る事 が 可能 に な る．

　 故 に，性 能 が低 い Android端 末 で も動 作 させ る事 が 可 能

に なる 為，対 応端末の 増加 効 果 が 期 待され る．ま た ，余

剰 に な っ た CPU や メモ リの リ ソース を活 用 す る事 に よ り，
複数 の 機 能 を 動 作 させ る事 が 可 能 に な り， Android ア プ リ

ケ
ー

シ ョ ン に よ る新 しい サ
ー

ビ ス 展 開が 期待され る．

　本研 究 が 提 案す る Andreid の 画 面 遷 移 手 法 は ，従来 の

Intent機 能 に よ る 画 面 遷 移 手 法 と比 べ て ，ア プ リ ケー
シ ョ

ン ソース コ ードフ ァ イル の Activityや 画 面 構成フ ァ イ ル の

  1 フ ァ イ ル を低 減 させ る効 果 が あ る事 が，実験 結果 よ り

明 らか とな っ た．っ ま り，Android ア プ リケ
ー

シ ョ ン 内の

デ
ー

タ 処理 プ ロ セ ス の 簡略 化 が 可 能 に な る，故 に ， 大容

量 の データ処 理 が 必 要 な Android ア プ リケーシ ョ ン を開発

す る場合に おい て ，デ
ータ に タ グ 付け し て 処理す る必要

が 無 く，直接 グ ロ
ーバ ル 変数 に デ ータ を 代入 し て 処 理 す

る 事 が 可 能 な 為，プ ロ グ ラ ム ソ
ース コ

ードの ス テ ッ プ 数

を低 減 させ る効 果 が期 待 され る．ま た ， Android ア プ リケ

ーシ ョ ン 開 発 の 特 有 で あ る マ ニ フ ェ ス トに 対 し て 実 施 す

る ActiVity 登 録プ ロ セ ス を最小 化 す る事 が 可 能 に な り，作

業 コ ス トの 低減が 期待 され る．

4 ．おわ りに

　今後，他 の Andmid ア プ リケー
シ ョ ン の 実証実験 の 検証

を進展 させ ，有効的な画面遷 移手法 と し て 確 立 した い ．
ま た，様 々 な Androidプ ラ ッ トフ ォ

ーム で 活 用 可 能 な事 を

実 証 して い き たい ．
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